
Title 北大法学会記事

Description 学会記事

Citation 北海道大學 法學會論集, 5, 121-123

Issue Date 1956-02

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/27741

Type other

File Information 5_P121-123.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



‘ 

学

必』
:z;; 

/ 
処， 

〈

て
も
、
い
や
広
く
一
般
市
民
に
対
し
て
ζ

そ
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
乙
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
法
学
概
論
は
、
現
実

の
市
民
生
活
に
直
結
し
た
法
や
国
家
の
機
能
・
発
展
を
法
社
会
学
的
・

政
治
学
的
視
野
か
ら
し
か
も
統
一
し
た
叙
述
の
も
と
に
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
意
図
の
上
に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
後
述
の
如
き
内

容
の
項
目
を
作
成
、
各
自
割
当
て
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
執
筆
す
べ
き

内
容
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
爾
来
約
一
ヶ
年
そ
費
や
し
て
そ
の
検
討
・

調
整
の
た
め
の
研
究
会
を
重
ね
た
。

序
論

社
会
規
範

法
規
範

1

近
代
国
家
に
お
け
る
法
規
範

2
近
代
法
の
性
格

第
一
章
市
民
社
会

ま
え
が
き

一
市
民
的
自
由
の
確
立
一

1

人
身
の
自
由

2

良
心
お
よ
び
表
現
の
向
由

二
法
に
よ
る
市
民
生
活

-

経

済

生

活

北
大
法
学
会
記
事

， 

本
年
d
(

昭
和
二
十
九
年
)
度
は
、
教
養
部
学
生
の
た
め
の
「
法
学
概

論
」
用
参
考
書
を
共
同
で
執
筆
し
よ
う
と
い
う
企
画
の
下
に
、
毎
週
金

曜
日
連
続
的
民
研
究
会
を
開
い
た
。

売
す
、
内
容
を
如
何
な
る
も
の
に
す
ぺ
き
か
に
つ
き
、
従
来
出
版
さ

れ
て
き
た
も
の
を
参
考
に
す
べ
く
、
次
の
よ
う
な
入
門
書
・
概
論
書
に

つ
い
て
書
評
会
号
行
っ
た
。

木
村
・
中
川
編
「
法
学
概
論
」
(
担
当
者
尾
形
)

同
志
社
大
学
編
「
法
前
入
門
」
(
五
十
嵐
)

舟
橋
・
青
山
編
寸
法
学
概
論
」
(
山
岳
)

戒
能
適
量
チ
「
法
律
講
話
」
(
小
山
)

山
本
桂
一
「
法
学
入
門
」
(
菅
原
)

書
評
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
が
到
達
し
た
結
論
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

従
来
の
法
学
概
論
に
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
実
用
法
学
の
入
門
書
的

性
格
を
も
っ
た
も
の
や
専
門
的
論
文
を
寄
せ
集
め
た
形
式
の
も
の
が
少

く
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
将
来
法
律
学
を
専
攻
す
る
教
養
部
学
生
に
と

っ
て
は
重
複
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
し
、
叉
、
法
学
部
以
外
の
学
部

に
進
む
学
空
に
対
し
て
は
、
法
律
学
に
対
す
る
無
関
心
!
|
と
き
と
し

て
は
反
感
す
ら

1
ー
を
抱
か
し
め
る
き
ら
い
な
し
と
し
な
い
。
法
学
概

論
は
実
用
法
学
の
単
な
る
入
門
書
に
終
つ
て
は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
そ

れ
は
~
人
文
科
学
は
勿
論
の
と
J

と
自
然
科
学
を
専
攻
す
る
山
手
生
氏
対
し

事記メ>..
'"忌P主""竺1'-

(
永
井
)

(
山
岳
)

(
矢
田
)

(
荘
子
)

(
矢
田
)

(イ)
市
民
法
の
基
礎
，----"ーー、

法自私
的由的
人契所
格約有
のの権
承承の
認認承
認

(
五
十
嵐
鴻
)
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さ誇

州
市
民
法
の
変
容

2

家
庭
生
活

三
市
民
生
活
の
保
障

1

裁
判
の
機
能
と
機
構

2

民
事
裁
判

3

刑
事
裁
判

4

権
利
の
為
の
斗
い

第
二
章
法
と
近
代
国
家

一

近

代

国

家

の

原

理

(

尾

形

)

1

権
カ
の
制
限
(
自
由
権
・
立
憲
主
義
・
権
力
の
分
立
)

2

人
民
に
よ
る
支
配
(
人
民
主
権
・
民
主
制
・
議
会
主
権
〉

3

合
意
に
よ
る
支
配
(
政
策
の
選
択
)

4

日
本
の
体
制

二

立

法

過

程

、

(

富

田

〉

-
立
法
機
関
の
構
造
と
立
法
手
続

2
7
立
法
過
程
に
お
け
る
政
党
、
官
僚
お
よ
び
プ
レ
ッ
シ
ア

1
・

グ
ル
ー
プ
ヌ

三
行
政
過
程

-
行
政
の
機
能

行
政
運
営
の
手
段

行
政
運
営
の
現
実

第
三
章
J
V
現
代
化
一
於
け
お
法
の
変
容

(
山
由
)

¥『甲y---/

" " 〈荘小
薮子山
Lノ¥./ '-ノ

(
今
村
)

2 3 

ど
一
仁
弘
樹
V

(
永
井
)
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
法
と
政
治
(
権
力
の
極
少
化
〉

近
代
社
会
の
変
容

社
会
の
不
均
衡
化
(
白
働
的
均
衡
回
復
不
可
能
)

社
会
の
変
動
と
法

-

生

活

の

保

障

(

小

山

)

2

産

業

(

金

沢

)

例
経
済
の
一
小
均
衡
化
と
市
民
法
に
よ
る
調
節
の
限
界

何
経
済
の
安
定
の
た
め
の
法

例
経
済
の
社
会
化
の
た
め
の
法

3

労

働

(

鴻

〕

同
労
働
法
の
展
開
(
資
本
主
義
終
消
秩
・
序
に
お
け
る
労
働
者
の

地
位
)

制
労
働
権
と
そ
の
憲
法
上
の
保
障

内
実
定
労
働
法
の
構
造

同
労
働
法
の
将
来
(
市
民
法
と
灼
働
法
)

権

力

の

強

化

と

法

(

今

村

)

1

集
権
化
の
傾
向

権
力
の
濫
用

第
四
章
八
法
の
支
配
〉
と
権
力

間

接

支

配

の

構

造

(

永

井

)

支
配
関
係
(
政
治
権
力
と
経
済
権
力
の
関
係
)

近
代
国
家
に
お
け
る
支
配
関
係
(
間
接
関
係
U

'

現
代
K
お
け
る
国
家
権
力
と
経
済
権
力
と
の
結
合

序
説1 2 3 1 2 3 

吉、。
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八
法
の
支
配
一
V
の
部
類
4

一一

1

イ
デ
オ
d
t
T
1
己
じ
て
の
八
法
の
支
配
V
5
〈
矢
田
巴
一

2

官

僚

的

建

霧

思

考

様

式

内

永

井

u

的
秩
序
意
識

同
パ

1
ス
ナ
リ
チ
ィ

例
危
機
状
況
に
お
け
る
反
応

3

大
衆
の
疎
外

的
伝
統
制
詳
の
無
関
心
・

同
現
代
型
の
、
無
関
心

結
び
1
1抵
抗
ヘ
の
道

(
永
井
ν

(
尾
形
)

以
上
の
ご
と
き
構
想
の
も
と
に
分
担
部
分
の
原
稿
そ
担
当
者
か
ら
研

究
会
に
提
出
し
、
そ
ζ

で
共
同
討
議
に
か
け
る
仕
事
が
、
毎
週
一
回
行

わ
れ
、
後
に
は
週
に
こ
回
し
な
い
し
三
回
に
お
よ
ぶ
と
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
問
題
は
続
出
し
バ
わ
れ
わ
れ
が
当
初
精
獄
の
う
ち
に
諒
解
し
た
基

本
線
は
し
ば
し
ば
再
検
討
そ
せ
ま
ら
れ
、
仕
事
は
簡
単
に
は
成
就
じ
そ

う
も
な
か
っ
た
?
な
か
ん
ず
く
‘
中
途
よ
り
、
教
養
部
向
き
一
主
い
う
指

標
が
学
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
い
う
野
心
的
な
指
擦
に
変
っ
た
乙
と

が
、
一
段
と
仕
事
を
困
難
民
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
共
同
討
議
空
重
ね
る

に
つ
れ
て
、
ス
タ
ア
フ
の
不
足
と
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
不
足
と
を
痛

感
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
く
て
一
年
の
後
、
仕
事
は
完
全
に
釘
ち

珂
成
を
少
し
く
将
来
に
延
し
~
い
わ
れ
わ

タ
フ
の
充
実
と
を
倹
ち
、
乙
の
仕
事

切る

M

一2
屯
引
川
「
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n

t

m
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